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黒
田
構
想

　
一
八
六
八
年
は
、
日
本
が
中
世
の
封
建
制
度
か
ら
脱
却
し
て
、
近
代
世
界
へ
は
い
っ
た
年
と
し
て
、
日

本
の
歴
史
の
上
で
、
一
番
重
要
な
年
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
明
治
維
新
と
い
っ
て
い
る
。

　
明
治
政
府
が
、
そ
の
創
設
と
同
時
に
着
眼
し
た
の
は
、
北
海
道
で
あ
る
。
北
海
道
は
、
そ
の
他
の
日
本

全
土
の
三
分
の
一
の
面
積
を
も
つ
大
き
い
島
で
あ
っ
て
、
当
時
は
エ
ゾ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
エ
ゾ
の

島
は
、
全
島
が
千
古
の
密
林
に
お
お
わ
れ
、
沿
岸
の
海
は
豊
富
な
魚
で
満
ち
て
い
た
。
地
下
資
源
も
き
わ

め
て
豊
か
と
推
察
さ
れ
た
。

　
後
の
黒
田
長
官
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
に
北
海
道
開
拓
次
官
に
任
命
さ
れ
た
が
、
彼
は
、
当

時
の
日
本
の
三
分
の
一
に
当
る
、
こ
の
広
漠
か
つ
未
開
の
土
地
の
開
発
に
、
ま
っ
た
く
新
し
い
構
想
を
た

て
た
。
そ
れ
は
範
を
ア
メ
リ
カ
の
開
発
に
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
は
、
ま
だ
東
部
だ

け
に
限
ら
れ
て
い
た
国
で
、
中
部
お
よ
び
西
部
は
、
開
発
途
上
に
あ
っ
た
。
そ
の
活
溌
な
開
発
様
式
を
、

北
海
道
に
導
入
す
る
計
画
を
た
て
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
三
年
に
、
彼
は
こ
の
地
位
に
つ
く
や
、
直
ち
に
訪
米
の
案
を
た
て
、
翌
年
の
明
治
四
年
（
一
八
七
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一
年
）
に
、
自
ら
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。
当
時
、
彼
は
三
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
若
い
政
治
家
は
、
と

き
の
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
に
会
い
、
自
分
の
構
想
を
打
ち
明
け
、
し
か
る
べ
き
人
の
推
挙
を
頼
ん
だ
。
そ
の

と
き
グ
ラ
ン
ト
は
、
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
人
を
推
薦
し
た
。
そ
れ
は
と
き
の
米
国
農
務
省
総
裁
の
ホ
ー
レ

ス
・
ケ
プ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
ケ
プ
ロ
ン
は
す
で
に
六
十
七
歳
、
現
職
の
農
務
大
臣
で
あ
る
。
黒
田
次
官
は
、

ケ
プ
ロ
ン
を
訪
ね
、
誠
意
と
情
熱
を
か
た
む
け
て
、
北
海
道
開
発
の
顧
問
と
し
て
、
札
幌
へ
来
訪
さ
れ
る

こ
と
を
懇
請
し
た
。

　
ケ
プ
ロ
ン
は
、
外
の
も
う
三
名
の
顧
問
と
と
も
に
、
こ
の
年
に
来
日
、
直
ち
に
北
海
道
開
発
の
構
想
を

た
て
た
。
ま
ず
首
都
を
き
め
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
札
幌
が
す
で
に
全
北
海
道
の
首
都
と
な
っ
て
い
た
が
、

ケ
プ
ロ
ン
は
、
ま
ず
気
候
条
件
や
立
地
条
件
の
調
査
を
し
て
、
札
幌
が
将
来
、
大
都
市
と
し
て
発
展
し
得

る
条
件
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
、
首
都
を
札
幌
と
確
定
し
た
。

　
黒
田
次
官
は
、
ケ
プ
ロ
ン
の
助
言
を
率
直
に
受
け
入
れ
、
万
事
彼
の
意
志
ど
お
り
に
仕
事
を
さ
せ
た
。

こ
の
二
人
は
は
じ
め
か
ら
肝
胆
相
照
ら
し
た
仲
で
あ
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
に
、
ケ
プ
ロ
ン
が

り
っ
ぱ
に
そ
の
任
を
果
た
し
て
帰
国
す
る
ま
で
、
そ
の
友
情
は
変
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
ケ
プ
ロ
ン
の
功
績
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ケ
プ
ロ
ン
が
最
も
重
視
し
た
の
は
、
調
査
で
あ
っ
て
、
北
海
道
の
気
候
、
土
質
、
地
質
な
ど
を
、
十
分

に
調
べ
、
そ
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
科
学
的
か
つ
組
織
的
な
開
発
を
行
な
う
べ
き
だ
と
提
唱
し
た
。
黒
田

長
官
は
、
こ
の
助
言
に
よ
り
、
当
時
と
し
て
は
、
非
常
に
巨
額
の
経
費
を
か
け
て
、
開
発
事
業
に
打
ち
込

ん
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
事
業
で
あ
り
、
日
本
内
地
全
体
が
鍬
一
丁
の
農
作
を
営

ん
で
い
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
、
必
要
な
の
は
、
技
術
者
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
黒
田
長
官
は
、

思
い
切
っ
て
、
多
数
の
外
人
技
術
者
を
招
聘
し
た
。
彼
の
在
任
中
に
招
い
た
外
国
人
は
全
部
で
七
十
五
名

に
及
び
、
そ
の
う
ち
の
四
十
五
名
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
。

　
ケ
プ
ロ
ン
は
、
調
査
を
進
め
る
と
同
時
に
、
開
発
に
一
番
必
要
な
の
は
、
人
間
で
あ
る
点
を
強
調
し
、

人
材
養
成
の
機
関
と
し
て
、
学
校
の
設
立
を
要
望
し
た
。
い
つ
ま
で
も
外
国
人
技
術
者
に
た
よ
っ
て
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
当
然
な
話
で
あ
る
。
黒
田
長
官
は
直
ち
に
、
こ
の
案
を
と
り
上
げ
、
ケ
プ
ロ
ン

来
任
の
翌
年
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
に
、
東
京
に
開
拓
使
仮
学
校
を
創
立
し
た
。
こ
れ
が
今
日
の

北
海
道
大
学
の
前
身
で
あ
る
。

　
調
査
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
開
発
の
構
想
も
、
次
第
に
具
体
化
し
て
き
た
。
こ
の
開
発
の
一
つ
の
眼

目
は
、
多
数
の
人
間
を
内
地
か
ら
移
住
さ
せ
て
、
北
海
道
を
日
本
領
土
と
し
て
確
保
す
る
点
に
あ
っ
た
。
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そ
れ
で
一
番
重
視
し
た
の
は
農
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
内
地
流
の
米
作
本
位
を
や
め
て
、
ア
メ
リ
カ

式
の
酪
農
を
採
り
入
れ
る
方
針
を
た
て
た
。

　
水
田
米
作
を
し
な
い
と
す
る
と
、
果
樹
や
野
菜
の
栽
培
に
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
方
面
を

受
け
も
っ
た
の
が
ベ
ー
マ
ー
で
あ
っ
て
、
今
日
の
北
海
道
林
檎
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
青
森
林
檎
も
、
彼

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
林
檎
栽
培
は
現
在
か
な
り
重
要
な
産
業
に
な
っ
て
い
る
が
、
お
も
し
ろ
い
こ
と

に
は
、
北
海
道
の
林
檎
の
種
類
に
は
、
今
日
で
も
、
六
号
と
か
四
十
九
号
と
か
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
て
、

番
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
輸
入
番
号
で
あ
っ
て
、
一
号
か
ら
ず
っ
と
つ
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
北
海
道
の
風
土
に
適
し
た
も
の
が
、
生
き
残
っ
た
の
で
あ
る
。

　
開
発
は
農
業
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
、
ケ
プ
ロ
ン
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。
彼
の
部
下
の

ラ
イ
マ
ン
は
北
海
道
の
地
質
を
詳
細
に
調
査
し
、
と
く
に
石
炭
の
調
査
を
よ
く
や
っ
た
。
彼
は
そ
の
調
査

を
行
な
う
と
同
時
に
、
若
い
日
本
人
を
養
成
し
、
そ
の
門
下
生
た
ち
は
、
後
に
な
っ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
、

北
海
道
に
お
け
る
主
な
炭
山
を
発
見
し
た
。
石
炭
は
、
今
日
の
北
海
道
で
は
、
最
重
要
な
産
業
の
一
つ
で

あ
り
、
日
本
の  

勢    

力  

エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
に
、
大
き
い
寄
与
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ラ
イ
マ
ン
に
負
う
と
こ
ろ
が

多
い
。

　
ケ
プ
ロ
ン
は
、
首
都
に
は
産
業
が
必
要
だ
と
し
て
、
札
幌
に
製
材
、
製
鉄
、
製
粉
な
ど
、
各
種
の
工
場
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を
建
て
、
ま
た
北
海
道
全
体
の
問
題
と
し
て
は
、
道
路
が
何
よ
り
も
急
務
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
そ
れ

で
ま
ず
札
幌
か
ら
室
蘭
ま
で
の
道
路
を
つ
く
り
、
室
蘭
を
中
継
港
と
し
て
、
札
幌
と
東
京
を
結
ぶ
と
い
う

大
事
業
を
起
こ
し
た
。

　
ケ
プ
ロ
ン
は
、
在
任
満
三
年
十
カ
月
、
り
っ
ぱ
に
北
海
道
開
発
の
基
礎
を
作
り
上
げ
て
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
年
）
に
米
国
へ
帰
っ
た
。

　
ケ
プ
ロ
ン
以
後
、
日
本
の
政
府
は
北
海
道
の
開
発
に
、
ず
っ
と
金
を
注
ぎ
込
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
様
式
は
、
次
第
に
く
ず
れ
て
き
て
、
政
治
色
が
濃
く
な
る
に
つ
れ
て
、
業
績
は
次
第
に
あ
が
ら
な
く
な

っ
た
。
と
く
に
戦
後
に
実
施
さ
れ
た
北
海
道
開
発
第
一
次
五
カ
年
計
画
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一

年
）
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
一
年
三
月
に
完
了
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
績
は
惨
澹
た
る
も
の

で
あ
っ
て
、
日
本
一
流
の
有
識
者
を
集
め
た
委
員
会
か
ら
、
き
び
し
い
批
判
を
受
け
た
。
こ
の
委
員
会
は
、

第
二
次
五
カ
年
計
画
に
つ
い
て
リ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
出
し
た
が
、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
「
こ
の
勧

告
の
全
貌
を
最
も
簡
単
に
い
え
ば
、
〝
ケ
プ
ロ
ン
・
黒
田
の
構
想
に
も
ど
れ
〞
の
一
言
に
つ
き
る
」
と
い

っ
て
い
る
。
八
十
年
の
昔
に
、
北
海
道
を
ひ
ら
い
た
人
々
は
、
非
常
に
偉
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
若
人
よ
大
志
を
抱
け
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ケ
プ
ロ
ン
の
ま
い
た
種
が
、
も
っ
と
も
実
を
結
ん
だ
の
は
、
現
在
の
北
海
道
大
学
で
あ
る
。
彼
の
献
策

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
開
拓
使
仮
学
校
は
、
四
年
後
の
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
に
本
来
の
目
的
地
で

あ
る
札
幌
へ
移
転
し
た
。
そ
し
て
「
札
幌
農
学
校
」
と
な
っ
た
。
こ
の
札
幌
農
学
校
に
、
生
命
を
吹
き
込

ん
だ
の
は
、
い
ま
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
ク
ラ
ー
ク
博
士
で
あ
っ
た
。

　
い
よ
い
よ
札
幌
移
転
が
実
現
し
て
、
札
幌
農
学
校
は
で
き
た
が
、
新
し
い
農
法
や
、
開
拓
に
必
要
な
新

知
識
を
教
え
得
る
教
授
は
い
な
い
。
そ
れ
で
専
門
教
師
を
三
名
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
聘
し
、
そ
の
う
ち
の
一

人
に
教
頭
の
任
を
兼
ね
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
ケ
プ
ロ
ン
が
去
っ
た
年
、
明
治
八
年
（
一
八
七

五
年
）
に
外
務
省
か
ら
駐
米
日
本
公
使
に
、
適
任
者
の
選
定
を
依
頼
し
た
。
公
使
は
そ
の
推
薦
を
、
当
時

の
米
国
教
育
界
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
Ｂ
・
Ｃ
・
ノ
ー
ス
ル
ッ
プ
に
頼
ん
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
ノ
ー
ス
ル
ッ
プ
が
推
薦
し
た
の
は
、
こ
れ
も
驚
く
べ
き
話
で
あ
る
が
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ

州
立
農
科
大
学
の
学
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
博
士
で
あ
っ
た
。
米
国
州
立
大
学
の
学
長
を
、

当
時
人
口
三
千
に
足
り
な
か
っ
た
日
本
北
辺
の
小
都
市
へ
招
い
て
、
十
代
の
生
徒
が
わ
ず
か
二
十
四
名
と

い
う
、
い
わ
ば
寺
子
屋
の
よ
う
な
学
校
の
教
頭
に
迎
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
無
茶
な

話
で
あ
る
。
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し
か
し
、
話
を
聞
い
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
は
、
こ
れ
を
快
諾
し
た
。
彼
は
牧
師
で
は
な
か
っ
た
が
、
非
常

に
信
仰
心
の
厚
い
人
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
イ
的
な
精
神
が
、
彼
の
エ
ゾ
島
行
き
を
決
心
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
二
人
の
同
僚
を
伴
っ
て
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
の
夏
日
本
へ
き
て
、
八
月
十
四
日
の
札
幌
農

学
校
の
開
校
式
に
臨
ん
だ
。

　
黒
田
長
官
は
、
札
幌
農
学
校
創
設
の
目
的
を
、
開
拓
に
役
だ
つ
官
吏
の
養
成
と
い
う
点
に
お
い
た
。
し

か
し
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
は
、
そ
う
い
う
目
的
の
た
め
に
、
数
千
マ
イ
ル
の
旅
を
し
て
、
生
徒
二
十
四
人
の

学
校
の
教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
目
的
は
こ
の
東
洋
の
一
僻
地
に
お
い
て
、
自
由

と
独
立
と
大
志
と
を
目
ざ
し
た
新
し
い
人
間
教
育
を
す
る
大
学
を
つ
く
り
上
げ
る
点
に
あ
っ
た
。
開
校
式

の
席
上
で
、
「
長
い
間
暗
雲
の
よ
う
に
東
洋
国
民
の
頭
上
を
お
お
っ
て
い
た
、
階
級
制
度
や
因
習
の
暴
君

の
束
縛
か
ら
、
国
民
を
自
由
に
し
た
驚
く
べ
き
解
放
は
、
こ
れ
よ
り
本
校
で
教
育
を
受
け
よ
う
と
し
て
い

る
学
生
諸
君
の
胸
中
に
、
お
の
ず
と
高
遠
な
る
大
志
（
ロ
フ
テ
ィ
・
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
）
を
喚
起
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
」
と
、
彼
は
演
説
し
た
。

　
彼
は
在
任
わ
ず
か
九
カ
月
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
の
四
月
に
札
幌
を
は
な
れ
、
米
国
へ
帰
っ
た
。

馬
に
乗
っ
て
帰
途
に
つ
い
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
を
、
生
徒
た
ち
は
十
五
マ
イ
ル
つ
い
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
別
れ
る
と
き
に
、
彼
は
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ァ
ス B

oys be am
bitious

（
若
人
よ
、

9



大
志
を
抱
け
）
と
一
言
い
い
残
し
て
、
一
人
で
草
原
の
か
な
た
に
消
え
て
行
っ
た
。

　
開
拓
に
必
要
な
も
の
は
、
土
地
を
含
め
た
意
味
で
の
資
源
と
、
人
間
と
で
あ
る
。

　
黒
田
長
官
の
よ
う
な
強
大
な
推
進
力
を
も
っ
た
人
に
、
ケ
プ
ロ
ン
と
ク
ラ
ー
ク
と
が
加
わ
っ
た
と
い
う

点
に
お
い
て
、
北
海
道
の
開
拓
は
、
非
常
に
幸
運
な
出
発
を
し
た
の
で
あ
る
。
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